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蝉
の
う
た

―

王
沂
孫
「
斉
天
楽
」
に
見
る
亡
国
の
「
幽
恨
」

村
越
貴
代
美

は
じ
め
に

　

王
沂
孫
（
一
二
三
○
？
～
一
二
九
一
？
）、
字
は
聖
与
、
号
は
碧
山
・
仲
仙
・
玉
笥
山
人
、
会
稽
（
今
の
浙
江
省
紹
興
）
の
人
。
宋

末
元
初
の
詞
人
で
、
詠
物
詞
に
す
ぐ
れ
、『
花
外
集
』（『
碧
山
楽
府
』『
玉
笥
山
人
詞
集
』
と
も
い
う
）
に
詞
を
六
十
首
ほ
ど
残
し
て
い

る
。
周
密
（
一
二
三
二
～
一
二
九
八
）
や
張
炎
（
一
二
四
八
～
一
三
二
○
？
）
ら
と
交
遊
が
あ
り
、
互
い
に
唱
和
の
詞
が
あ
る
。
張
炎

『
詞
源
』
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
南
宋
の
姜
夔
（
字
は
尭
章
、
号
は
白
石
道
人
、
一
一
五
五
？
～
一
二
二
一
？
）
を
よ
く
学
び
、「
白

石
の
入
室
の
弟
子
」（
清
・
戈
載
﹃
宋
七
家
詞
選
﹄）
と
も
評
さ
れ
る
。

　
「
斉
天
楽
」
は
五
首
残
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
二
首
が
「
蝉
」
を
詠
ん
だ
も
の
。「
蝉
」
の
二
首
は
『
楽
府
補
題
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。『
楽
府
補
題
』
は
南
宋
の
滅
亡
を
経
験
し
た
詞
人
た
ち
の
唱
和
集
で
、
王
沂
孫
の
ほ
か
周
密
・
張
炎
等
あ
わ
せ
て
十
四
人
の
作
品
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を
収
め
る
。
彼
ら
は
集
会
を
催
し
、
共
通
の
題
を
設
け
て
互
い
に
詞
を
作
り
合
っ
た
。『
楽
府
補
題
』
に
は
「
蝉
」
の
ほ
か
に
、「
龍
涎

香
」「
白
蓮
」「
蒪
」「
蟹
」
を
詠
ん
だ
作
品
が
あ
る
。

　
『
楽
府
補
題
』
は
南
宋
の
亡
国
の
恨
み
を
寄
託
し
た
詠
物
詞
集
と
し
て
、
清
朝
の
詞
学
者
に
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
中
で
も
「
蝉
」

を
詠
ん
だ
作
品
は
、
作
者
八
人
が
同
じ
出
来
事
に
託
し
て
詠
ん
で
い
る
点
が
特
徴
と
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、「
斉
天
楽　

蝉
」
を
読
み
直
し
て
そ
こ
に
託
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し
、『
楽
府
補
題
』
の
成
立
に
関
す
る
諸
説
を

整
理
し
て
詞
会
の
状
況
を
確
認
し
て
、
宋
末
元
初
に
生
き
た
詞
人
た
ち
が
詞
に
託
し
た
思
い
を
追
っ
て
み
た
い
。
王
朝
が
交
替
す
る
と

き
に
詞
が
果
た
し
た
役
割
の
一
端
を
探
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
先
行
研
究
と
し
て
、
王
沂
孫
の
詠
物
詞
に
つ
い
て
は
萩
原
正
樹
「
王
沂
孫
の
詠
物
詞
に
つ
い
て（

（
（

」
が
あ
り
、
王
沂
孫
を
含
む
宋

末
元
初
の
詞
人
の
詠
物
詞
（『
楽
府
補
題
』
に
も
言
及
す
る
）
に
つ
い
て
は
松
尾
肇
子
「
宋
末
元
初
の
詠
物
詩―

『
詞
源
』
を
中
心

に（
（
（

」
が
あ
る
。
王
沂
孫
『
花
外
集
』
に
は
呉
則
虞
に
よ
る
箋
注（

（
（

が
あ
り
、
本
稿
で
は
底
本
と
し
て
呉
則
虞
の
校
訂
に
従
う
。
ま
た
『
楽

府
補
題
』
に
つ
い
て
は
、
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考（

（
（

」、
呉
熊
和
「『
楽
府
補
題
』
跋（

（
（

」
な
ど
が
あ
る
。

一
、
詩
語
と
し
て
の
蝉
と
、
王
沂
孫
の
詠
ん
だ
蝉

　

蝉
に
は
古
代
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
詩
的
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
王
沂
孫
の
「
斉
天
楽　

蝉
」
二
首
も
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を

踏
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

古
代
か
ら
晩
唐
ま
で
の
詩
語
と
し
て
の
蝉
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
「
蝉
の
詩
に
見
る
詩
の
転
変（

（
（

」
が
あ
り
、
蝉
の
形
の
面
白
さ
、

と
く
に
そ
の
羽
の
美
し
さ
、
長
く
地
中
で
成
長
し
て
、
地
上
に
出
た
の
ち
は
と
て
も
短
命
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
古
代
か
ら
蝉
は
注
目
さ
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れ
て
い
た
が
、
詩
に
お
い
て
は
、
蝉
が
露
し
か
口
に
し
な
い
清
ら
か
な
生
き
物
で
あ
る
（
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
こ
と
、
秋
の
時
期
に

鳴
く
こ
と
、
の
二
点
に
蝉
の
特
性
は
集
約
さ
れ
、「
高
潔
な
る
が
故
に
虐
げ
ら
れ
る
士
大
夫
の
悲
哀
」
が
蝉
に
重
ね
合
わ
せ
て
詠
ま
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
中
で
も
南
北
朝
時
代
に
北
朝
で
作
ら
れ
た
と
い
う
蝉
の
詩
は
、
本
稿
で
扱
お
う
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
と

制
作
の
状
況
が
似
て
い
る
。
北
周
の
武
帝
の
建
徳
六
年
（
五
七
七
）、
北
斉
を
滅
ぼ
し
て
北
方
統
一
を
果
た
し
た
際
に
、
北
斉
に
仕
え

て
い
た
廬
思
道
・
顔
延
之
・
陽
休
之
・
李
徳
林
・
薛
道
衡
ら
十
八
人
が
長
安
に
移
さ
れ
て
北
周
の
官
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
時
に
、
彼

ら
の
間
で
蝉
の
詩
が
作
ら
れ
、
い
ま
顔
之
推
の
三
十
四
句
と
廬
思
道
の
四
十
句
が
残
っ
て
い
る
。
川
合
氏
の
紹
介
す
る
廬
思
道
「
鳴
蝉

を
聴
く
篇
」
は
、
蝉
の
哀
し
げ
な
鳴
き
声
か
ら
故
郷
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
痛
切
な
詩
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
唐
末
ま
で
の
伝
統
的
な
蝉
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
王
沂
孫
が
「
斉
天
楽　

蝉
」
で
詠
っ
た
の
は
、
個
人

の
悲
哀
に
止
ま
ら
な
い
、
王
朝
交
代
期
に
生
き
た
詞
人
と
し
て
の
、
亡
ん
だ
王
朝
へ
の
哀
悼
で
あ
る
。

　
　

其
一

緑
槐
千
樹
西
窓
悄
、
厭
厭
昼
眠
驚
起
。

　
　

緑
槐
の
千
樹　

西
窓
悄
か
な
り
、
厭
厭
と
し
て
昼
眠
驚
き
起
く
。

飲
露
身
軽
、
吟
風
翅
薄
、
半
翦
氷
箋
誰
寄
。

　
　

露
を
飲
ん
で
身
軽
く
、
風
に
吟
じ
て
翅
薄
く
、
半
ば
翦
り
し
氷
箋　

誰
に
か
寄
せ
ん
。

淒
涼
倦
耳
。

　
　

淒
涼　

耳
に
倦
む
。

漫
重
払
琴
糸
、
怕
尋
冠
珥
。
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漫み
だ
り

に
重
ね
て
琴
糸
を
払
い
、
冠
珥
を
尋
ね
る
を
怕
る
。

短
夢
深
宮
、
向
人
猶
自
訴
憔
悴
。

　
　

短
く
深
宮
に
夢
み
、
人
に
向
い
て
猶
お
自
ら
憔
悴
を
訴
う
。

残
虹
收
尽
過
雨
、
晩
来
頻
断
続
、
都
是
秋
意
。

　
　

残
虹
收
め
尽
し
雨
過よ

ぎ

り
、
晩
来
頻
ば
断
続
す
る
は
、
都
て
是
れ
秋
意
。

病
葉
難
留
、
繊
柯
易
老
、
空
憶
斜
陽
身
世
。

　
　

病
葉
留
め
難
し
、
繊
柯
老
い
易
く
、
空
し
く
斜
陽
の
身
世
を
憶
う
。

窓
明
月
砕
。

　
　

窓
明
る
く
月
砕
け
り
。

甚
已
絶
余
音
、
尚
遺
枯
蛻
。

　
　

甚
ぞ
已
に
余
音
絶
ゆ
る
に
、
尚
お
枯
蛻
を
遺
さ
ん
。

鬢
影
参
差
、
断
魂
青
鏡
裏
。

　
　

鬢
影
参
差
と
し
て
、
断
魂
す　

青
鏡
の
裏う

ち

。

　
　

其
二

一
襟
余
恨
宮
魂
断
、
年
年
翠
陰
庭
樹
。

　
　

一
襟
の
余
恨　

宮
魂
断
え
、
年
年　

翠
陰
き
庭
樹
。
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乍
咽
涼
柯
、
還
移
暗
葉
、
重
把
離
愁
深
訴
。

　
　

乍
ち
涼
柯
に
咽
び
、
還
た
暗
葉
に
移
り
、
重
ね
て
離
愁
を
把も

っ
て
深
く
訴
う
。

西
窓
過
雨
。

　
　

西
窓
に
雨
過よ

ぎ

る
。

怪
瑤
珮
流
空
、
玉
箏
調
柱
。

　
　

瑤
珮
空
に
流
れ
、
玉
箏
柱こ

と
じ

を
調と

と
の

う
る
か
と
怪
し
む
。

鏡
暗
妝
残
、
為
誰
嬌
鬢
尚
如
許
。

　
　

鏡
は
暗
く
妝
は
残く

ず

れ
、
誰
が
為
に
か
嬌
鬢
尚
お
許か

く

の
如
く
な
る
。

銅
仙
鉛
涙
似
洗
、
歎
移
盤
去
遠
、
難
貯
零
露
。

　
　

銅
仙
の
鉛
涙
洗
う
に
似
て
、
盤
を
移
し
去
る
こ
と
遠
け
れ
ば
、
零
露
を
貯
め
難
き
を
歎
ず
。

病
翼
驚
秋
、
枯
形
閲
世
、
消
得
斜
陽
幾
度
。

　
　

病
め
る
翼
は
秋
に
驚
き
、
枯
れ
た
形
は
世
を
閲
し
、
斜
陽
を
消し

の

ぎ
得
る
こ
と
幾
度
ぞ
。

余
音
更
苦
。

　
　

余
音
更
に
苦
し
。

甚
独
抱
清
高
、
頓
成
淒
楚
。

　
　

甚な
ん

ぞ
独
り
清
高
を
抱
き
、
頓と

み

に
淒
楚
を
成
せ
る
や
。

謾
想
薰
風
、
柳
糸
千
万
縷
。
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謾
い
た
づ
ら

に
想
う　

薰
風
に
、
柳
糸　

千
万
縷
な
る
を
。

　

こ
の
二
首
は
、『
楽
府
補
題
』
で
は
連
作
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
言
葉
の
重
複
が
き
わ
め
て
多
く
、
同
じ
情
景

を
詠
ん
だ
も
の
。
樹
の
こ
ず
え
の
枯
葉
も
止
め
よ
う
も
な
く
散
り
落
ち
る
秋
の
夕
暮
れ
、
通
り
雨
が
あ
が
っ
た
ば
か
り
、
蝉
が
哀
し
げ

に
鳴
い
て
い
る
。
西
の
部
屋
の
窓
辺
で
、
そ
の
蝉
の
声
に
昼
寝
か
ら
目
を
覚
ま
し
た
女
性
が
、
す
で
に
半
ば
抜
け
殻
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
命
み
じ
か
い
蝉
と
、
鏡
に
映
る
鬢
の
ほ
つ
れ
た
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
愁
い
に
沈
む
。
二
首
に
共
通
す
る
表
現
に
つ
い
て

　
　

で
印
を
し
て
、
上
限
二
段
に
並
べ
て
み
る
。

其
一	

　
　

其
二

緑
槐
千
樹 

西
窓
悄
、
厭
厭
昼
眠
驚
起
。	

　
　

一
襟
余
恨
宮
魂
断
、
年
年
翠
陰
庭
樹
。

飲
露
身
軽
、
吟
風
翅
薄
、
半
剪
氷
箋
誰
寄
。	
　
　

乍
咽
涼
柯
、
還
移
暗
葉
、
重
把
離
愁
深
訴
。

淒
涼
倦
耳
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
窓
過
雨
。

漫
重
払
琴
糸
、
怕
尋
冠
珥
。	

　
　

怪
瑤
珮
流
空
、
玉
箏
調
柱
。

短
夢
深
宮
、
向
人
猶
自
訴
憔
悴
。	

　
　

鏡
暗
妝
残
、
為
誰
嬌
鬢
尚
如
許
。

残
虹
收
尽
過
雨
、
晩
来
頻
断
続
、
都
是
秋
意
。　
　

銅
仙
鉛
涙
似
洗
、
歎
攜
盤
去
遠
、
難
貯
零
露
。

病
葉
難
留
、
繊
柯
易
老
、
空
憶
斜
陽 

身
世
。	　
　

病
翼
驚
秋
、
枯
形 
閲
世
、
消
得
斜
陽
幾
度
。

窓
明
月
砕
。	

　
　

余
音
更
苦
。
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甚
已
絶
余
音
、
尚
遺
枯
蛻
。	

　
　

甚
独
抱
清
高
、
頓
成
悽
楚
。

鬢
影
参
差
、
断
魂
青
鏡
裏
。	

　
　

謾
想
薰
風
、
柳
糸
千
万
縷
。

　

典
故
が
分
か
り
や
す
い
の
は
二
首
め
の
冒
頭
で
、
む
か
し
斉
の
国
の
后
が
遺
恨
を
抱
い
て
死
に
、
そ
の
魂
が
蝉
に
化
し
て
悲
し
く
鳴

い
た
、
と
い
う
故
事
が
使
わ
れ
て
い
る
。
晋
・
崔
豹
『
古
今
注
』「
問
答
釈
義
」
に
、「
斉
王
の
后
、
忿
し
て
死
す
。
屍
変
じ
て
蝉
と
為

り
、
庭
樹
に
登
り
嘒
唳
し
て
鳴
く
。
王
、
悔
恨
す
。
故
に
世
に
蝉
を
名
づ
け
て
斉
女
と
為
す
」
と
あ
る
。
蝉
は
宮
中
の
人
の
霊
魂
が
化

し
た
も
の
と
さ
れ
、「
宮
魂
」
が
蝉
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。「
嬌
鬢
」
や
一
首
め
の
「
鬢
影
」
は
、
両
鬢
を
う
す
く
蝉
の
羽
の
よ
う
に

し
た
「
蝉
鬢
」
と
呼
ば
れ
る
髪
型
。
う
す
い
羽
か
ら
は
、
出
す
あ
て
の
な
い
白
い
「
氷
箋
」（
詩
箋
）
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
全
篇
を

通
し
て
「
西
窓
」
で
愁
い
に
沈
む
女
性
を
描
い
た
詞
に
見
え
る
が
、「
銅
仙
の
鉛
涙
」
に
別
の
寓
意
が
こ
め
ら
れ
る
。

　
「
銅
仙
」
は
、
漢
の
武
帝
に
よ
り
鋳
造
さ
れ
た
承
露
盤
を
捧
げ
も
つ
銅
の
仙
人
。
後
に
承
露
盤
を
移
そ
う
と
し
た
ら
、
銅
の
仙
人
が

は
ら
は
ら
と
涙
を
こ
ぼ
し
た
と
い
う
。
唐
・
李
賀
「
金
銅
仙
人
、
漢
を
辞
す
る
の
歌　

序
」
に
、「
魏
の
明
帝
の
青
龍
元
年
八
月
、
宮

官
に
詔
し
、
車
を
牽
い
て
西
の
か
た
漢
の
孝
武
の
捧
露
盤
仙
人
を
取
ら
し
め
、
立
て
て
前
殿
に
置
か
ん
と
欲
す
。
宮
官
既
に
盤
を
拆
く
。

仙
人
載
せ
ら
る
る
に
臨
ん
で
、
乃
ち
潸
然
と
し
て
涙
下
る
」
と
あ
る
。「
鉛
涙
」
は
、
李
賀
の
こ
の
詩
に
「
空
将
漢
月
出
宮
門
、
憶
君

清
涙
如
鉛
水
（
空
し
く
漢
月
と
将と

も

に
宮
門
を
出
づ
れ
ば
、
君
を
憶
い
て
清
涙
は
鉛
水
の
如
し
）」
と
あ
り
、
銅
の
仙
人
の
流
す
き
ら
き

ら
し
た
玉
の
涙
。
通
り
雨
が
あ
が
っ
て
、
樹
や
枝
葉
に
雨
露
が
し
た
た
る
。
露
し
か
口
に
し
な
い
と
い
う
蝉
か
ら
、
そ
の
露
を
受
け
る

承
露
盤
へ
イ
メ
ー
ジ
が
つ
な
が
る
。
甘
露
を
受
け
る
た
め
に
漢
の
武
帝
が
作
っ
た
承
露
盤
も
、
漢
が
滅
ん
で
魏
の
時
代
に
な
っ
た
ら
移

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
涙
な
ど
流
す
は
ず
も
な
い
銅
の
仙
人
が
玉
の
涙
を
流
し
た
と
い
う
。
し
か
し
承
露
盤
が
な
け
れ
ば
零
れ
る
露

を
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
ま
い
に
、
と
。
こ
の
李
賀
の
典
故
は
、
会
稽
に
あ
っ
た
南
宋
の
陵
墓
が
元
人
に
よ
っ
て
暴
か
れ
た
事
件
を
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指
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
李
賀
の
詩
の
首
聯
は
「
茂
陵
劉
郎
秋
風
客
、
夜
聞
馬
嘶
暁
無
跡
（
茂
陵
の
劉
郎　

秋
風
の
客
、
夜
に
馬
の
嘶

く
を
聞
く
も
暁
に
は
跡
無
し
）」
で
、「
茂
陵
」
は
漢
の
武
帝
の
陵
墓
、「
劉
郎
」
は
武
帝
（
劉
徹
）
を
い
う
。

　

通
り
雨
が
や
ん
で
鳴
き
始
め
た
蝉
の
声
は
、「
琴
」
や
「
箏
」
の
音
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
蝉
が
ま
だ
衰
微
し
て
い
な
い

「
薰
風
」
の
こ
ろ
、「
千
万
縷
な
る
」
柳
の
「
糸
」
と
イ
メ
ー
ジ
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
絃
の
音
か
と
思
わ
れ
る
鳴
き
声
が
風
に
乗
っ
て

連
綿
と
聞
こ
え
て
く
る
。
一
首
め
「
冠
珥
」
は
髪
飾
り
と
首
飾
り
。
女
性
の
装
飾
品
で
あ
る
が
、「
冠
」
は
ま
た
「
蝉
冠
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
浮
か
ば
せ
る
。「
蝉
冠
」
は
漢
代
の
侍
従
官
が
「
蝉
」
の
飾
り
と
「
貂
尾
」
を
は
さ
ん
だ
冠
を
身
に
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
後
に
高

官
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。「
貂
蝉
冠
」
と
も
い
う
。
そ
の
よ
う
な
「
冠
」
を
し
て
い
る
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

　

後
漢
の
蔡
邕
が
酒
食
に
招
か
れ
て
隣
人
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
屏
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
琴
の
音
に
殺
気
を
感
じ
て
、
門
か
ら
入
ら

ず
に
引
き
返
し
た
。
驚
い
た
主
人
が
調
べ
る
と
、
琴
を
弾
い
て
い
た
者
が
、「
鳴
い
て
い
る
蝉
を
蟷
螂
が
狙
っ
て
い
る
の
が
目
に
入
り
、

弾
き
な
が
ら
蟷
螂
が
蝉
を
獲
り
逃
が
す
の
で
は
な
い
か
と
心
が
ざ
わ
つ
い
た
、
そ
れ
が
音
に
表
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
答
え
た
。
そ

れ
を
聞
い
て
蔡
邕
は
に
っ
こ
り
笑
っ
た
と
い
う
。『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
蔡
邕
は
後
漢
末
、
漢
室
が
衰
微
し
宦

官
が
跋
扈
し
た
時
代
に
生
き
た
。
経
学
の
正
し
い
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
た
め
に
石
経
（
熹
平
石
経
）
を
建
て
る
な
ど
儒
学
を
究
め
た
が
、

琴
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
董
卓
政
権
下
で
重
用
さ
れ
、
文
章
家
と
し
て
次
代
の
建
安
文
学
の
担
い
手
た
る
王
粲
・
孔
融
ら

も
そ
の
サ
ロ
ン
に
集
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
董
卓
誅
殺
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
最
期
は
獄
中
で
死
し
た
人
で
あ
る
。

　

二
首
め
「
珮
」
は
も
ち
ろ
ん
、
男
子
が
身
に
帯
び
る
も
の
で
あ
り
、
君
子
が
「
行
く
と
き
は
則
ち
佩
玉
を
鳴
ら
す
」
と
古
く
『
礼

記
』
に
見
え
る
。
風
に
乗
っ
て
聞
こ
え
て
き
た
蝉
の
鳴
き
声
が
、
君
子
の
鳴
ら
す
佩
玉
の
音
か
と
怪
し
ま
れ
た
。
や
や
唐
突
な
比
喩
で

あ
る
が
、
女
性
が
独
り
待
ち
わ
び
る
の
は
「
高
潔
で
あ
る
が
故
に
身
の
危
う
い
君
子
」
と
い
う
、
唐
末
ま
で
の
蝉
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
が

こ
こ
に
二
重
写
し
に
な
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。



71

蝉のうた

二
、『
楽
府
補
題
』
の
成
立

　
『
楽
府
補
題
』
に
収
録
さ
れ
る
詞
は
、
五
回
の
詞
会
で
詠
ま
れ
た
計
三
十
七
首
。
場
所
は
、
宛
委
山
房
・
浮
翠
山
房
・
紫
雲
山
房
・

余
閑
書
院
・
天
柱
山
房
と
あ
る
。
作
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
王
沂
孫
・
周
密
・
王
易
簡
・
馮
応
瑞
・
唐
芸
孫
・
呂
同
老
・
李

彭
老
・
李
居
仁
・
陳
恕
可
・
唐
珏
・
趙
汝
鈉
・
張
炎
・
仇
遠
の
十
三
人
。
作
者
名
に
字
と
号
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
宛
委
山
房
が
陳

恕
可
の
書
斎
、
紫
雲
山
房
が
呂
同
老
の
書
斎
、
天
柱
山
房
が
王
易
簡
の
書
斎
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
分
か
る
。
浮
翠
山
房
は
お
そ
ら
く

「
瑤
翠
」
の
誤
り
で
、
唐
芸
孫
の
書
斎
で
あ
ろ
う（

（
（

。
王
沂
孫
の
号
で
あ
る
「
玉
笥
」
は
、
会
稽
山
に
あ
る
峰
の
名
。
宛
委
山
・
天
柱
山

は
、
玉
笥
山
の
別
名
。
紫
雲
山
も
会
稽
山
と
同
じ
く
会
稽
県
の
東
南
に
あ
る
（『
会
稽
志
』
ほ
か
）。
つ
ま
り
、
詞
会
は
越
州
（
今
の
紹

興
）
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
持
ち
回
り
で
そ
れ
ぞ
れ
の
書
斎
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
亭
主
は
そ
の
回
の
作
品
を
残
さ
な
い
。
作
者
名

を
記
さ
な
い
詞
が
二
首
あ
り
、
う
ち
一
首
を
『
全
宋
詞
』
は
李
居
仁
の
作
と
し
、
も
う
一
首
を
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」
で
は
王
英
孫

で
、
余
閑
書
院
の
主
人
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
作
品
を
残
さ
な
い
参
加
者
が
他
に
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
作
品
を
ま
と
め
た
の
は

陳
恕
可
と
仇
遠
の
二
人（

（
（

と
さ
れ
る
。

　

毎
回
の
詞
会
で
は
、
詞
牌
と
題
を
決
め
て
競
作
す
る
。
お
題
は
「
龍
涎
香
」「
白
蓮
」「
蒪
」「
蝉
」「
蟹
」
の
五
つ
。「
龍
涎
香
」
は

四
季
を
通
じ
て
あ
る
物
だ
が
、
詞
の
内
容
か
ら
は
春
に
詠
ま
れ
た
も
の
ら
し
い
。「
白
蓮
」
は
夏
、「
蝉
」「
蒪
」「
蟹
」
は
秋
の
風
物
で

あ
る
。
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」
で
は
、「
龍
涎
香
」「
蒪
」「
蟹
」
は
宋
の
皇
帝
を
、「
白
蓮
」「
蝉
」
は
皇
后
を
、
詠
ん
だ
も
の
と
す
る
。

　

詞
会
が
越
州
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
催
の
時
期
が
推
定
さ
れ
る
。
楊
璉
真
伽
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
元
人
を
率
い
て
南
宋

の
六
陵
を
暴
く
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
の
が
元
の
至
元
十
五
年
（
＝
宋
の
端
宗
の
祥
興
元
年
＝
一
二
七
八
年
）
十
二
月
、
翌
十
六
年
二
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月
に
臨
安
か
ら
逃
れ
て
い
た
宋
室
の
一
族
が
崖
山
で
全
滅
し
て
、
南
宋
の
滅
亡
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
参
加
者
の
中
で
卒
年
の
最
も
早

い
の
が
王
沂
孫
で
、
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
）
に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
（
と
占
い
で
分
か
っ
た
）
話
を
周
密
が
『
志
雅
堂
雑
鈔
』

に
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
至
元
十
五
年
か
ら
二
十
八
年
の
間
に
詞
会
が
開
催
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
十
数
年
間
の
早
い
時

期
に
詞
会
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」
で
、
周
密
が
至
元
十
四
年
（
一
二
七
七
）
に
弁
陽
の
家
が
兵
乱
で
焼
か
れ

て
、
妻
の
実
家
の
楊
氏
の
別
荘
の
あ
る
杭
州
に
居
を
定
め
た
の
が
至
元
十
九
年
（
一
二
八
二
）、
こ
の
間
に
越
州
に
寄
寓
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
こ
の
十
数
年
間
の
遅
い
時
期
に
詞
会
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
呉
熊
和
「『
楽
府
補
題
』
跋
」
で
、
張
炎
（
居
は
杭
州
）
の
詞

集
『
山
中
白
雲
詞
』
巻
一
に
「
水
龍
吟　

白
蓮
」
が
あ
る
が
、『
山
中
白
雲
詞
』
巻
一
の
作
品
は
「
憶
旧
遊
」
か
ら
「
三
妹
媚
」
ま
で

が
至
元
二
十
七
年
・
二
十
八
年
に
元
の
大
都
に
行
っ
た
時
の
作
、「
甘
州
」
か
ら
「
憶
旧
遊
」
ま
で
が
北
行
か
ら
帰
っ
て
杭
州
や
越
州

に
い
た
時
期
の
作
。「
甘
州
」
か
ら
「
憶
旧
遊
」
ま
で
十
四
首
の
う
ち
十
首
に
越
州
で
の
作
と
分
か
る
序
が
あ
り
、
張
炎
は
至
元
二
十

八
年
（
一
二
九
一
）
か
ら
至
元
三
十
年
（
一
二
九
三
）
春
ま
で
越
州
に
客
居
し
て
い
た
。「
水
龍
吟　

白
蓮
」
は
至
元
三
十
年
春
に
杭

州
へ
戻
っ
て
作
っ
た
「
憶
旧
遊
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
詞
会
は
張
炎
が
越
州
に
い
た
三
年
間
の
間
に
開
催
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
王
沂
孫
は
「
蟹
」
の
回
だ
け
作
品
を
残
さ
な
い
が
、
張
炎
と
「
水
龍
吟　

白
蓮
」
を
作
っ
た
の
が
至
元
二
十

八
年
の
夏
か
ら
秋
の
間
で
、「
蟹
」
の
回
の
時
に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
張
炎
の
「
瑣
窓
寒
」
は
、
序
に

「
王
碧
山
、
ま
た
中
仙
と
号
す
、
越
人
な
り
。
文
を
能
く
し
詞
に
工
み
で
、
琢
語
峭
抜
、
白
石
の
意
度
有
る
も
、
い
ま
絶
響
す
。
余
こ

れ
を
玉
笥
山
に
悼
む
」
と
あ
り
、
越
州
で
王
沂
孫
を
悼
ん
だ
詞
で
あ
る
。

　

王
沂
孫
「
淡
黄
柳
」
序
に
、
至
元
十
一
年
（
一
二
七
四
）
冬
に
杭
州
孤
山
で
周
密
と
別
れ
、
翌
十
二
年
冬
に
は
会
稽
に
遊
び
に
き
た

周
密
と
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
周
密
が
至
元
二
十
三
年
（
一
二
八
六
）
に
杭
州
の
楊
氏
宅
で
宴
集
を
開
い
た
時
に
は
、
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年表①　宋末元初の詞会と詞人の活動
南宋 元 　
咸淳十年 至元十一年 1274 王沂孫、孤山で周密と別れる（「淡黄柳」

序）。
徳祐元年 至元十二年 1275 王沂孫、会稽に遊びにきた周密と会う

（「淡黄柳」序）。
景炎元年 至元十三年 1276 杭州、陥落。王沂孫、会稽でまた周密と会

う（「淡黄柳」序）。
景炎二年 至元十四年 1277 周密、弁陽の家を焼かれる。
祥興元年 至元十五年 1278 十二月、元人、南宋の陵墓を盗掘（『輟耕

録』、周広業「会稽六陵考」による）。張炎
の六世の祖循王張俊の墓（無錫青山）もこ
の後盗掘される（康煕『常州府志』巻六）。

祥興二年 至元十六年 1279 元の世祖、中国を統一。南宋滅亡。この年
に詞会？

至元十七年 1280
至元十八年 1281
至元十九年 1282 周密、杭州の楊氏（妻の実家）別荘に居を

定める。
至元二十年 1283
至元二十一年 1284
至元二十二年 1285
至元二十三年 1286 周密、杭州の楊氏（妻の実家）で宴集を開

き、王沂孫も参加。周密『絶妙好詞』成
立？、自作の一首以外の補題詞なし。

至元二十四年 1287
至元二十五年 1288 周密『癸辛雑識後集』、宋陵発掘のこと。

張炎と王沂孫、山陰（紹興）で舟遊び（張
炎「湘月」序）

至元二十六年 1289  
至元二十七年 1290 張炎、北行。陳恕可、杭州の西湖書院山

長。
至元二十八年 1291 張炎、北行より帰り、越州に。王沂孫、卒

す？　周密『志雅堂雑鈔』に占いで王沂孫
が冥司にいると出た記事。周密『絶妙好
詞』編纂？　張炎「甘州」序に「餞草窓西
帰」とある。「草窓西帰」は周密が杭州か
ら故郷の湖州へ戻り終の棲家「復庵」を築
いたこと。

至元二十九年 1292
至元三十年 1293 張炎、杭州へ。
至元三十一年 1294
元貞元年 1295
元貞二年 1296
大徳元年 1297
大徳二年 1298 周密、卒す？
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王
沂
孫
も
参
加
し
て
い
る
（
載
表
元
「
楊
氏
池
堂
讌
集
詩
序
」）。
杭
州
と
越
州
の
間
を
互
い
に
行
き
来
し
な
が
ら
詞
を
応
酬
し
て
い
た

様
子
が
分
か
る
が
、
越
州
で
の
詞
会
に
張
炎
が
一
回
だ
け
の
参
加
、
周
密
は
三
回
参
加
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
夏
承
燾
の
説
の
ほ

う
が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。
杭
州
楊
氏
宅
で
宴
集
を
開
い
た
至
元
二
十
三
年
前
後
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
周
密
の
『
絶
妙
好
詞
』
に
は
、

自
身
の
「
水
龍
吟　

白
蓮
」
を
載
せ
る
（
こ
の
一
首
の
み
で
、
他
の
『
楽
府
補
題
』
所
収
の
三
十
六
首
は
載
せ
な
い
）。
一
方
、
張
炎

の
『
山
中
白
雲
詞
』
は
張
炎
の
生
前
に
編
纂
さ
れ
た
詞
集
で
、
越
州
で
の
詞
会
に
も
参
加
し
て
い
る
仇
遠
が
序
を
付
け
て
い
る
（『
山

中
白
雲
詞
』
で
制
作
年
が
分
か
る
も
っ
と
も
遅
い
作
品
は
「
臨
江
仙
」
の
延
祐
元
年
＝
一
三
一
四
年
）
が
、
王
沂
孫
を
悼
ん
だ
「
瑣
窓

寒
」
が
「
水
龍
吟　

白
蓮
」
よ
り
前
に
置
か
れ
て
い
て
、
厳
密
な
編
年
で
は
な
い
（「
白
蓮
」
の
回
の
詞
会
で
は
、
王
沂
孫
も
張
炎
と

一
緒
に
詞
を
作
っ
て
い
る
）
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
松
尾
肇
子
「
宋
末
元
初
の
詠
物
詩―

『
詞
源
』
を
中
心
に
」
中
の
表
に
少
し
補
足
し
て
『
楽
府
補
題
』
所
収

の
作
品
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

三
、「
蝉
」
の
詠
物
と
寄
託

　
「
斉
天
楽
」
を
詞
牌
と
し
「
蝉
」
を
題
と
し
た
回
で
は
、
八
人
が
十
首
の
詞
を
残
し
て
い
る
。
王
沂
孫
の
二
首
を
含
め
て
八
人
の
十

首
を
『
楽
府
補
題
』
の
掲
載
順
に
並
べ
て
み
る
。
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
の
主
な
も
の
を　
　

で
囲
む
（
李
賀
の
典
故
は
さ
ら
に
網
が
け

で
示
す
）。

　
　

呂
同
老
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表　『楽府補題』の作品

時期 至元十六年（一二七九）？

場所 宛委山房 浮翠山房 紫雲山房 余閑書院 天柱山房

詞牌 天香 水龍吟 摸魚児 斉天楽 柱枝香

題 龍涎香 白蓮 蒪 蝉 蟹

季節 春 夏 秋 秋 秋

寄託？ 宋の皇帝 皇后 皇帝 皇后 皇帝

参加者名 作品数

王沂孫 1首 2首 1首 2首 没後？ 6首

周密 1首 1首＊ 　 1首 3首

王易簡 1首 1首 1首 1首 亭主 4首

馮応瑞 1首 1首

唐芸孫 1首 亭主？ 1首 1首 3首

呂同老 1首 1首 亭主 1首 1首 4首

李彭老 1首 1首 2首

李居仁 1首 1首 2首

陳恕可（編者？） 亭主 1首 2首 1首 4首

唐珏 1首 1首 1首 1首 4首

趙汝鈉 1首 1首

張炎 1首※ 1首

王英孫？ 1首 亭主 1首

仇遠（編者？） 1首 1首

作品数 8首 10首 5首 10首 4首 37首

＊＝周密『絶妙好詞』所収　　※＝張炎『山中白雲詞』所収
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緑
陰
初
蔽
林
塘
路
、
淒
淒
乍
流
清
韻
。
倦
咽
高
槐
、
驚
嘶
別
柳
、
還
憶
当
時
曾
聴
。
西
窓
夢
醒
。
歎
弦
絶
重
調
、
珥
空
難
整
。
綽
約
氷

綃
、
夜
深
誰
念
露
華
冷
。　
　

不
知
身
世
易
老
、
一
声
声
断
続
、
頻
報
秋
信
。
墜
葉
山
明
、
疏
枝
月
小
、
惆
悵
斉
姬
薄
幸
。
余
音
未
尽
。

早
枯
翼
飛
仙
、
暗
嗟
残
景
。
見
洗
氷
奩
、
怕
翻
双
翠
鬢
。

　
　

王
易
簡

翠
雲
深
鎖
斉
姬
恨
、
繊
柯
暗
翻
氷
羽
。
錦
瑟
重
調
、
綃
衣
乍
著
、
聊
飲
人
間
風
露
。
相
逢
甚
処
。
記
槐
影
初
涼
、
柳
陰
新
雨
。
聴
尽
残

声
、
為
誰
驚
起
又
飛
去
。　
　

商
量
秋
信
最
早
。
晩
来
吟
未
徹
、
卻
是
悽
楚
。
断
韻
還
連
、
余
悲
似
咽
、
欲
和
愁
辺
佳
句
。
幽
期
誰
語
。

怕
寒
葉
凋
零
、
蛻
痕
塵
土
。
古
木
斜
暉
、
向
人
懷
抱
苦
。

　
　

王
沂
孫

緑
槐
千
樹
西
窓
悄
、
厭
厭
昼
眠
驚
起
。
飲
露
身
軽
、
吟
風
翅
薄
、
半
翦
氷
箋
誰
寄
。
淒
涼
倦
耳
。
漫
重
払
琴
糸
、
怕
尋
冠
珥
。
短
夢

深
宮
、
向
人
猶
自
訴
憔
悴
。　
　

残
虹
收
尽
過
雨
、
晩
来
頻
断
続
、
都
是
秋
意
。
病
葉
難
留
、
繊
柯
易
老
、
空
憶
斜
陽
身
世
。
窓
明
月

砕
。
甚
已
絶
余
音
、
尚
遺
枯
蛻
。
鬢
影
参
差
、
断
魂
青
鏡
裏
。

　
　

周
密

槐
薰
忽
送
清
商
怨
、
依
稀
正
聞
還
歇
。
故
苑
愁
深
、
危
弦
調
苦
、
前
夢
蛻
痕
枯
葉
。
傷
情
念
別
。
是
幾
度
斜
陽
、
幾
回
残
月
。　
　

転

眼
西
風
、
一
襟
幽
恨
向
誰
説
。
軽
鬟
猶
記
動
影
、
翠
蛾
応
妬
我
、
双
鬢
如
雪
。
枝
冷
頻
移
、
葉
疏
猶
抱
、
孤
負
好
秋
時
節
。
淒
淒
切
切
。

漸
迤
邐
黄
昏
、
砌
蛩
相
接
。
露
洗
余
悲
、
暮
煙
声
更
咽
。

　
　

陳
恕
可

碧
柯
搖
曳
声
何
許
、
陰
陰
晩
涼
庭
院
。
露
湿
身
軽
、
風
生
翅
薄
、
昨
夜
綃
衣
初
剪
。
琴
糸
宛
転
。
弄
幾
曲
新
声
、
幾
番
淒
惋
。
過
雨
高

槐
、
為
渠
一
洗
故
宮
怨
。　
　

清
虚
襟
度
漫
与
、
向
人
低
訴
処
、
幽
思
無
限
。
敗
葉
枯
形
、
残
陽
絶
響
、
消
得
西
風
腸
断
。
塵
情
已
倦
。
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任
翻
鬢
雲
寒
、
綴
貂
金
浅
。
蛻
羽
難
留
、
頓
覚
仙
夢
遠
。

　
　

唐
珏

蠟
痕
初
染
仙
茎
露
、
新
声
又
移
涼
影
。
佩
玉
流
空
、
綃
衣
剪
霧
、
幾
度
槐
昏
柳
暝
。
幽
窓
睡
醒
。
奈
欲
断
還
連
、
不
堪
重
聴
。
怨
結

斉
姬
、
故
宮
煙
樹
翠
陰
冷
。　
　

当
時
旧
情
在
否
、
晩
妝
清
鏡
裏
、
猶
記
嬌
鬢
。
乱
咽
頻
驚
、
余
悲
漸
杳
、
搖
曳
風
枝
未
定
。
秋
期
話

尽
。
又
抱
葉
淒
淒
、
暮
寒
山
静
。
付
与
孤
蛩
。
苦
吟
清
夜
永
。

　
　

唐
芸
孫

柳
風
微
扇
閒
池
閣
、
深
林
翠
陰
人
静
。
漸
理
琴
糸
、
誰
調
金
奏
、
淒
咽
流
空
清
韻
。
虹
明
雨
潤
。
正
乍
集
庭
柯
、
凭
闌
新
聴
。
午
夢
驚

回
、
有
人
嬌
困
酒
初
醒
。　
　

西
軒
晩
涼
又
嫩
。
向
枝
頭
占
得
、
銀
露
行
頃
。
蛻
剪
花
軽
、
羽
翻
紙
薄
、
老
去
易
驚
秋
信
。
残
声
送
暝
。

恨
秦
樹
斜
陽
、
暗
催
光
景
。
淡
月
疏
桐
、
半
窓
留
鬢
影
。

　
　

陳
恕
可

蛻
仙 

飛
佩
流
空
遠
、
珊
珊
数
声
林
杪
。
薄
暑
眠
軽
、
濃
陰
聴
久
、
勾
引
淒
涼
多
少
。
長
吟
未
了
。
想
猶
怯
高
寒
、
又
移
深
窈
。
与
整

綃
衣
、
満
身
風
露
正
清
暁
。　
　

微
薰
庭
院
昼
永
、
那
回
曾
記
得
、
如
訴
幽
抱
。
断
響
難
尋
、
余
悲
独
省
、
葉
底
還
驚
秋
早
。
斉
宮
路

杳
。
歎
往
事
魂
消
、
夜
闌
人
悄
。
謾
省
軽
盈
、
粉
奩
双
鬢
好
。

　
　

仇
遠

夕
陽
門
巷
荒
城
曲
、
清
間
早
鳴
秋
樹
。
薄
剪
綃
衣
、
涼
生
鬢
影
、
独
飲
天
辺
風
露
。
朝
朝
暮
暮
。
奈
一
度
淒
吟
、
一
番
悽
楚
。
尚
有
残

声
、
驀
然
飛
過
別
枝
去
。　
　

斉
宮
往
事
謾
省
、
行
人
猶
与
説
、
当
時
斉
女
。
雨
歇
空
山
、
月
籠
古
柳
、
仿
佛
旧
曾
聴
処
。
離
情
正
苦
。

甚
懶
払
箋
、
倦
拈
琴
譜
。
満
地
霜
紅
、
浅
莎
尋
蛻
羽
。

　
　

王
沂
孫
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一
襟
余
恨
宮
魂
断
、
年
年
翠
陰
庭
樹
。
乍
咽
涼
柯
、
還
移
暗
葉
、
重
把
離
愁
深
訴
。
西
窓
過
雨
。
怪
瑤
珮
流
空
、
玉
箏
調
柱
。
鏡
暗
妝

残
、
為
誰
嬌
鬢
尚
如
許
。　
　

銅
仙
鉛
涙
似
洗
、
歎
移
盤
去
遠
、
難
貯
零
露
。
病
翼
驚
秋
、
枯
形
閲
世
、
消
得
斜
陽
幾
度
。
余
音
更
苦
。

甚
独
抱
清
高
、
頓
成
淒
楚
。
謾
想
薰
風
、
柳
糸
千
万
縷
。

　

柳
や
槐
の
樹
、
そ
の
細
い
枝
、
雨
あ
が
り
、
秋
の
昼
下
が
り
か
ら
夕
暮
れ
、
西
窓
の
女
性
、
鳴
き
だ
し
た
蝉
の
哀
し
げ
な
声
、
そ
れ

は
絃
の
音
の
よ
う
に
連
綿
と
続
き
、
蝉
の
羽
は
朽
ち
か
け
、
抜
け
殻
が
塵
に
ま
み
れ
る
、
と
い
っ
た
同
じ
情
景
を
「
枯
」「
冷
」「
凄
」

な
ど
共
通
す
る
言
葉
を
使
い
な
が
ら
詠
ん
で
い
る
。
言
葉
だ
け
で
な
く
典
故
の
重
複
も
多
い
の
は
『
楽
府
補
題
』
の
大
き
な
特
徴（

（
（

で
あ

っ
て
、
詞
牌
と
題
を
決
め
、
典
故
も
あ
え
て
他
の
参
加
者
と
同
じ
も
の
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
詞
作
の
技
量
を
競
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

　

典
故
と
し
て
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
斉
の
王
妃
の
故
事
。
周
密
『
癸
辛
雑
識
』
に
、
盗
掘
さ
れ
た
孟
后
陵
で
長
さ
六
尺
余

の
紺
碧
の
髷
を
拾
っ
た
村
の
老
人
の
話
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、「
蝉
」
の
十
首
の
う
ち
九
首
に
「
鬢
」
や
「
髷
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
夏
承
燾
の
説
に
沿
っ
て
呉
則
虞
『
花
外
集
』
箋
注
は
こ
の
「
蝉
」
十
首
を
、
皇
后
の
陵
墓
盗
掘
に
対
す
る
寄
託
の
作

品
と
す
る
。

　

陵
墓
を
想
起
さ
せ
る
李
賀
「
金
銅
仙
人
漢
を
辞
す
る
の
歌
」
の
銅
の
仙
人
の
典
故
は
、「
蝉
」
の
回
で
は
王
沂
孫
の
二
首
め
（
十
首

の
最
後
）
と
周
密
・
唐
珏
の
詞
で
使
わ
れ
て
い
る
。
王
沂
孫
は
こ
の
典
故
を
「
龍
涎
香
」
と
「
白
蓮
」
の
回
で
も
使
っ
て
い
て
、「
天

香　

龍
涎
香
」
は
『
楽
府
補
題
』
全
三
十
七
首
の
第
一
首
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
唐
珏
は
「
龍
涎
香
」
の
回
に
は
参
加
し
て
い
な

い
が
、
周
密
は
参
加
し
て
李
賀
の
典
故
を
使
い
、
王
沂
孫
に
続
い
て
『
楽
府
補
題
』
全
三
十
七
首
の
第
二
首
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

唐
珏
は
「
白
蓮
」
の
回
で
も
李
賀
の
典
故
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
こ
の
回
に
は
周
密
と
張
先
も
参
加
し
て
、
い
ず
れ
も
李
賀
の
典
故
を
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使
っ
て
い
る
。

　
『
楽
府
補
題
』
が
宋
陵
盗
掘
事
件
に
寄
託
し
た
作
品
集
で
あ
る
と
い
う
見
方
は
、
清
の
常
州
派
詞
人
に
よ
っ
て
定
着
し
た
。
厲
鶚

（
一
六
九
二
～
一
七
五
二
）
は
「
論
詞
絶
句
」
十
二
首
の
第
六
首
に
、

白
頭
遺
民
涕
不
禁
、　
　

白
頭
の
遺
民　

涕
を
禁
じ
ず
、

補
題
風
物
在
山
陰
。　
　

補
題
の
風
物　

山
陰
に
在
り
。

残
蝉
身
世
香
蒪
興
、　
　

残
蝉
の
身
世　

香
蒪
興
る
、

一
片
冬
青
塚
畔
心
。　
　

一
片
の
冬
青　

塚
畔
の
心
。

と
詠
っ
た
。「
冬
青
」
は
、
唐
珏
が
宋
陵
盗
掘
事
件
を
知
っ
て
、
林
景
熙
や
謝
翺
と
と
も
に
薬
草
を
採
取
す
る
と
称
し
て
密
か
に
散
ら

ば
っ
た
遺
骸
を
集
め
て
埋
め
、
目
印
に
「
冬
青
樹
」
を
植
え
た
こ
と
を
指
す
。「
残
蝉
」
は
も
ち
ろ
ん
、
宋
朝
滅
亡
後
の
時
代
を
生
き

る
詞
人
た
ち
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　

厲
鶚
は
宋
末
の
詞
人
を
「
遺
民
」
と
呼
び
、
後
に
『
四
庫
全
書
』
に
著
録
さ
れ
る
際
に
『
楽
府
補
題
』
も
「
宋
末
遺
民
、
唱
和
の

作
」
と
提
要
に
記
さ
れ
る
が
、
宋
末
元
初
の
詞
人
た
ち
が
清
朝
の
よ
う
な
「
遺
民
」、
さ
ら
に
は
遺
民
と
対
立
す
る
生
き
方
を
し
て
二

朝
に
仕
え
た
人
を
指
す
「
弐
民
」
と
い
う
概
念
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
村
上
哲
見
「
弐
民
と
遺
民―

宋
末
元
初
江
南
文
人

の
亡
国
体
験（
（（
（

」
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
清
朝
の
常
州
派
の
詞
人
に
は
宋
陵
盗
掘
に
寄
託
し
て
宋
朝
の
滅
亡
を
嘆
じ
た
作
品
集
と

し
て
『
楽
府
補
題
』
は
読
ま
れ
、
清
末
の
陳
廷
焯
は
『
白
雨
斎
詞
話
』
で
、「
王
碧
山
の
詞
、
品
は
最
も
高
く
、
味
は
最
も
厚
し
。
意

境
最
も
深
く
、
力
量
最
も
重
し
。
時
に
感
じ
世
を
傷
む
の
言
に
し
て
、
出
す
に
纏
綿
た
る
忠
愛
を
以
て
す
。
詩
中
の
曹
子
建
、
杜
子
美

な
り
」
と
、
王
沂
孫
を
曹
植
・
杜
甫
に
比
肩
さ
せ
る
ま
で
に
至
る（
（（
（

。
こ
こ
に
見
え
る
「
忠
愛
」
と
い
う
価
値
基
準
は
、
民
国
以
降
の
詞

学
研
究
で
も
受
け
継
が
れ
、
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」
で
宋
陵
盗
掘
事
件
と
の
関
係
が
改
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
呉
則
虞
も
そ
の
説
に
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従
い
な
が
ら
『
花
外
集
』
に
箋
注
を
ほ
ど
こ
し
た
。

　

近
年
に
な
っ
て
宋
陵
盗
掘
事
件
と
の
関
係
に
疑
問
を
呈
す
る
研
究
も
出
始
め
て
い
る
が
、『
楽
府
補
題
』
の
作
品
す
べ
て
が
陵
墓
盗

掘
に
寄
託
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
夏
承
燾
の
「
楽
府
補
題
考
」
発
表
後
に
疑
問
が
呈
さ
れ
た
よ
う
で
、『
楽
府
補

題
』
に
最
初
に
載
せ
ら
れ
る
王
沂
孫
「
天
香　

龍
涎
香
」
は
崖
山
で
宋
室
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
呉

則
虞
ら
の
説
を
夏
承
燾
も
「
後
記
」
を
付
し
て
一
部
認
め
て
い
る
。

　

詞
会
の
参
加
者
に
は
、
い
ま
で
は
『
楽
府
補
題
』
所
収
の
作
品
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
周
密
は
、
詞
人

と
し
て
多
く
の
詞
を
残
し
た
だ
け
で
な
く
、『
絶
妙
好
詞
』
の
よ
う
な
詞
選
を
編
纂
し
た
り
、『
武
林
旧
事
』『
斉
東
野
語
』『
癸
辛
雑
識
』

『
浩
然
斎
雅
談
』
等
た
く
さ
ん
の
筆
記
を
残
し
て
当
時
伝
聞
し
た
事
柄
を
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
こ
で
周
密
の
著
作
を
中
心
に
当
時
の

詞
会
や
陵
墓
盗
掘
事
件
と
の
関
係
を
再
検
討
し
、
近
年
の
『
楽
府
補
題
』
寄
託
説
を
疑
問
と
す
る
研
究
を
う
な
が
し
た
の
は
、
肖
鵬

「『
楽
府
補
題
』
寄
託
発
微―

与
夏
承
燾
先
生
商
権（
（（
（

」
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
盗
掘
事
件
に
言
及
し
て
い
る
『
癸
辛
雑
識
』
は
断
続

的
に
編
纂
さ
れ
て
い
て
、「
近
ご
ろ
楊
髠
諸
陵
を
盗
み
、
二
陵
の
梓
宮
内
、
略
ぼ
有
る
所
無
し
」
と
記
録
さ
れ
た
『
癸
辛
雑
識
後
集
』

が
成
立
し
た
の
が
至
元
二
十
五
年
（
一
二
八
八
）
頃
、「
楊
髠
発
陵
の
事
、
人
皆
こ
れ
を
知
る
も
、
能
く
其
の
詳
を
知
る
こ
と
な
し
。

余
、
偶た

ま
た

ま
当
時
の
其
の
徒
の
互
告
状
一
紙
を
録
し
得
て
、
庶ほ

ぼ
其
の
首
尾
を
知
る
べ
し
」
と
記
録
さ
れ
た
『
癸
辛
雑
識
続
集
』
が
成

立
し
た
の
が
至
元
二
十
六
年
（
一
二
八
九
）
か
ら
二
十
九
年
（
一
二
九
二
）、
肖
鵬
は
こ
れ
を
以
て
詞
会
が
開
催
さ
れ
た
時
に
周
密
ほ

か
参
加
者
た
ち
は
盗
掘
事
件
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
の
作
品
も
事
件
に
寄
託
し
た
詞
で
は
な
い
、
と
す
る
が
如
何
で

あ
ろ
う
か
。
肖
鵬
は
夏
承
燾
が
「
胡
僧
の
残
行
、
殆
ど
諸
詞
人
の
目
撃
す
る
所
と
為
る
」
と
記
し
た
「
目
撃
」
を
文
字
ど
お
り
に
解
釈

し
す
ぎ
て
い
る
し
、
唐
珏
も
参
加
し
た
「
白
蓮
」
の
回
を
初
回
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、『
楽
府
補
題
』
の
編
者
と
も

さ
れ
る
陳
恕
可
が
「
龍
涎
香
」
の
回
の
亭
主
だ
っ
た
こ
と
を
見
過
ご
し
て
い
る
。
仮
に
「
白
蓮
」
の
回
が
初
回
だ
っ
た
と
し
て
も
、
陳
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恕
可
も
「
白
蓮
」
の
回
で
は
李
賀
の
典
故
を
用
い
て
い
て
、『
楽
府
補
題
』
巻
頭
の
王
沂
孫
や
周
密
の
詞
と
呼
応
す
る
の
で
あ
る
。『
楽

府
補
題
』
に
は
確
か
に
編
纂
の
経
緯
を
記
し
た
序
も
な
い
し
、
こ
の
集
会
に
つ
い
て
参
加
者
が
言
及
し
た
記
録
も
見
え
な
い
が
、
そ
の

作
品
の
配
列
を
改
め
る
根
拠
も
ま
た
当
時
の
資
料
に
見
当
た
ら
な
い
。
作
品
の
分
類
や
配
列
は
、
そ
れ
自
体
が
編
者
の
編
纂
の
意
図
を

具
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

会
稽
に
あ
っ
た
宋
の
陵
墓
が
荒
ら
さ
れ
た
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
う
か
が
い
知
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
会
稽
在
住
の
詞
人
が
こ

れ
よ
り
前
に
詞
会
を
開
い
た
記
録
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
盗
掘
の
事
件
を
契
機
に
集
会
を
開
い
て
滅
び
ゆ
く
王
朝
へ
の
哀
悼
の
作
品

を
残
し
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
う（
（（
（

。
た
だ
し
こ
の
活
動
を
、
宋
朝
へ
の
忠
義
と
元
朝
へ
の
抵
抗
と
す
る
評
価
は
、
清
朝
に
な
っ
て
付
与

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
清
初
の
『
楽
府
補
題
』
発
見

　
『
楽
府
補
題
』
は
元
明
時
代
に
は
埋
も
れ
て
い
て
、
清
の
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）
に
朱
彝
尊
が
常
熟
の
呉
氏
の
と
こ
ろ
で
抄
本

を
見
て
、
汪
森
が
購
入
し
て
都
に
持
ち
帰
り
、
蒋
景
祁
の
出
資
で
刊
刻
（
康
煕
十
八
年
か
ら
二
十
年
）
し
た
こ
と
か
ら
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
朱
彝
尊
と
陳
維
崧
が
序
を
付
し
て
い
る
。
常
州
派
の
厲
鶚
が
生
ま
れ
る
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
六
六
二
年
に
永

明
王
が
殺
さ
れ
て
明
が
滅
び
、
康
煕
帝
が
即
位
し
た
も
の
の
、
康
煕
十
二
年
（
一
六
七
三
）
に
は
南
方
で
呉
三
桂
ら
三
蕃
の
乱
が
起
こ

り
、
平
定
す
る
の
に
康
煕
二
十
年
（
一
六
八
一
）
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。
清
朝
の
支
配
が
ま
だ
不
安
定
な
要
素
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
、

康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
に
は
清
朝
支
配
に
対
す
る
批
判
を
禁
じ
る
「
文
字
の
獄
」
も
あ
っ
た
。

　

清
初
の
『
楽
府
補
題
』
刊
行
に
当
た
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
序
を
み
る
と
、
陳
維
崧
が
「
嗟あ

 
あ矣

、
此
れ
皆
な
趙
宋
の
遺
民
の
作
な
り
」
と
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し
て
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
「
遺
民
」
と
し
て
の
立
場
か
ら
「
微
詞
を
援
き
て
志
を
通
じ
、
小
令
に
倚
せ
て
以
て
声
を
成
す
」
と
詞
を

一
種
の
「
抵
抗
の
道
具
」
と
し
て
『
楽
府
補
題
』
の
諸
作
品
を
読
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
朱
彝
尊
は
「
其
の
詞
を
誦
め
ば
以
て
志
意
の

存
す
る
所
を
観
る
べ
し
。
山
林
友
朋
の
娯
し
み
有
り
と
雖
も
、
身
世
の
感
も
別
に
凄
然
言
外
な
る
者
有
り
。
其
れ
騒
人
の
『
橘
頌
』
の

遺
音
か
」
と
、
や
や
抑
え
た
ト
ー
ン
で
そ
の
「
憂
国
の
情
」
を
汲
み
取
っ
て
い
る
。
二
人
が
『
楽
府
補
題
』
を
真
似
て
作
っ
た
詞
に
も
、

そ
う
し
た
態
度
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る（
（（
（

。

　

朱
彝
尊
と
『
楽
府
補
題
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
朱
彝
尊
が
康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）、
五
十
歳
の
時
に
京
師
で
の
博
学
宏
詞
試

に
応
じ
た
の
を
機
に
、
都
で
知
り
合
っ
た
人
士
と
『
楽
府
補
題
』
を
真
似
た
唱
和
詞
の
応
酬
活
動
を
展
開
し
、
数
年
の
う
ち
に
『
詞

綜
』
を
編
纂
し
た
り
、
南
宋
詞
人
の
詞
集
を
探
し
て
張
炎
の
『
山
中
白
雲
詞
』
や
『
絶
妙
好
詞
』
を
発
見
し
て
刊
刻
す
る
な
ど
の
活
動

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

朱
彝
尊
が
生
ま
れ
た
の
は
、
明
の
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）、
明
が
滅
ん
だ
と
き
は
十
六
歳
だ
っ
た
。
若
い
頃
は
義
勇
軍
に
参
加
し

て
敗
退
し
た
り
、
同
志
と
連
絡
し
て
「
抗
清
復
明
」
の
秘
密
活
動
に
参
加
し
て
清
朝
に
対
す
る
不
満
の
詩
詞
を
た
く
さ
ん
作
っ
た（
（（
（

と
か
、

逆
に
、
家
は
貧
し
く
布
衣
の
詞
客
と
し
て
江
南
を
漫
遊
し
、
南
宋
の
姜
夔
と
似
た
生
き
方
を
し
た（
（（
（

、
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
『
全
清
詞
（
順
康
巻
）』
か
ら
朱
彝
尊
の
「
擬
補
題
」
活
動
に
参
加
し
た
詞
人
と
そ
の
作
品
を
拾
う
と
、
順
治
十
七
年
（
一
六
六
○
）

に
文
人
の
結
社
を
禁
じ
る
政
策
が
と
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
計
四
十
人
、
百
三
十
七
首
が
確
認
で
き
る（
（（
（

と
い
い
、
宋
末
元
初
の
詞
会

よ
り
規
模
が
一
回
り
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
活
動
を
指
導
し
て
い
た
わ
り
に
は
、
朱
彝
尊
が
「
擬
補
題
」
詞
と
し
て
残
し
て

い
る
七
首
の
作
品
の
い
ず
れ
も
抑
え
気
味
な
ト
ー
ン
は
、
や
や
意
外
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
台
城
路　

蝉
」
二
首
の
第
二
首
（「
台
城

路
」
は
「
斉
天
楽
」
の
別
称
）
は
、
王
沂
孫
た
ち
の
十
首
の
「
蝉
」
の
詞
と
同
じ
く
雨
上
が
り
の
秋
の
夕
暮
れ
を
詠
ん
で
い
る
。

脱
余
不
作
遊
仙
夢
、
炎
天
愛
浮
涼
吹
。
抱
柳
眠
慵
、
棲
槐
影
合
、
随
分
小
園
堪
寄
。
緑
陰
満
地
。
慣
独
自
悠
颺
、
一
糸
風
裏
。
咽
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年表②　清初の詞人と『楽府補題』
清
崇禎二年 1629 朱彝尊、生まれる。
　　:
順治十五年 1658 朱彝尊、このころ反清の秘密活動に参加。
順治十六年 1659
順治十七年 1660 文人の結社を禁じる。
　　:
康煕十七年 1678 朱彝尊、『楽府補題』抄本を見る。『詞綜』三十巻。
康煕十八年 1679 春三月、博学宏詞の試験。応募一四三人（一説に

一五四人）、採用五十人、『明史』編纂させる。「擬
補題」活動、この年から。

康煕十九年 1680 十八年から二十年、『楽府補題』刊刻。
康煕二十年 1681 『山中白雲詞』重刻、『浙西六家詞』を附す。
康煕二十一年 1682
康煕二十二年 1683
康煕二十三年 1684 浙西詞派の柯煜、周密『絶妙好詞』抄本を発見、重

刻。
康煕二十四年 1685
康煕二十五年 1686
康煕二十六年 1687
康煕二十七年 1688
康煕二十八年 1689
康煕二十九年 1690
康煕三十年 1691 汪森ら増訂『詞綜』三十六巻。
康煕三十一年 1692 厲鶚、生まれる。～ 1752。
　　:
乾隆十三年 1748 厲鶚、査為仁の『絶妙好詞』箋注を知り、手伝う。
　　: 　
乾隆十五年 1750 査為仁・厲鶚『絶妙好詞箋』。
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住
残
声
、
哀
吟
又
聴
別
枝
起
。　
　

柴
門
乱
喧
雨
後
、
湿
雲
斜
照
、
落
霞
断
魚
尾
。
南
陌
離
亭
、
西
風
故
園
、
多
少
愁
人
盈
耳
。

児
童
此
際
。
買
蛛
網
檐
牙
、
筠
竿
樹
底
。
為
恁
驚
飛
、
絃
桐
移
素
指
。

　

朱
彝
尊
は
こ
の
よ
う
な
詠
物
詞
を
い
く
つ
も
残
し
て
い
る
が
、
明
末
清
初
の
詞
の
再
興
に
『
楽
府
補
題
』
の
発
見
や
「
擬
補
題
」
活

動
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
と
め

　

唐
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
詩
語
と
し
て
の
「
蝉
」
は
、
蝉
が
露
し
か
口
に
し
な
い
清
ら
か
な
生
き
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
地
中
で
長
く
成
長
し
て
美
し
い
羽
を
持
っ
て
地
上
に
現
れ
な
が
ら
秋
の
短
い
時
を
鳴
い
て
終
わ
る
そ
の
姿
か
ら
、「
高
潔
な

る
が
故
に
虐
げ
ら
れ
る
士
大
夫
の
悲
哀
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
宋
末
元
初
の
亡
国
の
悲
哀

を
体
験
し
た
王
沂
孫
の
「
斉
天
楽　

蝉
」
の
詞
は
、
王
朝
交
代
に
よ
る
移
設
で
承
露
盤
を
支
え
持
つ
銅
の
仙
人
が
涙
を
流
し
た
と
詠
っ

た
李
賀
の
典
故
や
、
遺
恨
を
抱
い
て
死
後
に
魂
が
蝉
と
化
し
た
斉
の
王
后
の
典
故
を
使
い
な
が
ら
、
滅
び
ゆ
く
宋
朝
へ
の
哀
悼
と
、
亡

国
後
も
た
と
え
朽
ち
か
け
た
蝉
の
よ
う
な
身
に
な
ろ
う
と
も
高
潔
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
自
ら
の
姿
を
、
二
重
写
し
に
し
な
が
ら
詠

っ
た
。

　

王
沂
孫
た
ち
が
会
稽
で
五
回
の
詞
会
を
持
っ
た
の
は
、
会
稽
の
宋
陵
が
元
人
に
暴
か
れ
て
、
臨
安
か
ら
逃
れ
て
い
た
宋
室
の
一
族
も

崖
山
で
全
滅
し
、
南
宋
の
滅
亡
が
決
定
的
と
な
っ
た
元
の
至
元
十
六
年
（
＝
宋
の
端
宗
の
祥
興
二
年
＝
一
二
七
九
年
）
と
考
え
ら
れ
る
。

参
加
者
の
中
で
年
少
の
二
人
が
、
作
品
を
『
楽
府
補
題
』
に
ま
と
め
た
、
と
さ
れ
る
。

　
「
蝉
」
の
回
で
は
、
王
沂
孫
の
二
首
を
含
め
て
八
人
の
十
首
が
残
さ
れ
て
い
る
。
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
斉
の
王
妃
の
典
故
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だ
が
、『
楽
府
補
題
』
の
特
徴
と
し
て
メ
ン
バ
ー
が
共
通
す
る
言
葉
や
典
故
を
使
い
な
が
ら
競
作
し
て
い
る
形
跡
が
み
え
る
。
王
沂
孫

以
外
に
も
陵
墓
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
李
賀
の
典
故
を
使
っ
て
い
る
詞
人
は
い
て
、
と
く
に
唐
珏
は
宋
陵
盗
掘
事
件
を
知

っ
て
密
か
に
薬
草
を
採
取
す
る
と
称
し
て
散
ら
ば
っ
た
遺
骸
を
集
め
て
埋
め
た
と
さ
れ
る
人
、
ま
た
周
密
は
大
量
に
残
し
た
筆
記
類
に

宋
陵
の
こ
と
を
断
続
的
に
書
き
記
し
て
い
る
人
で
あ
る
。『
楽
府
補
題
』
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
る
詞
に
も
李
賀
の
典
故
は
使
わ
れ
て
お

り
、
会
稽
在
住
の
詞
人
た
ち
は
宋
陵
盗
掘
事
件
を
知
っ
た
悲
嘆
か
ら
詞
会
を
開
催
し
た
と
す
る
清
の
常
州
派
以
来
の
見
方
は
、
妥
当
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

常
州
派
よ
り
も
早
く
、
元
明
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
楽
府
補
題
』
の
抄
本
を
見
つ
け
、
刊
刻
し
て
広
め

た
の
は
朱
彝
尊
で
あ
る
。
当
時
、
朱
彝
尊
は
す
で
に
五
十
歳
、
康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）
に
京
師
で
の
博
学
宏
詞
試
に
応
じ
た
の
を

機
に
、
都
で
知
り
合
っ
た
人
士
と
『
楽
府
補
題
』
を
真
似
た
唱
和
詞
の
応
酬
活
動
を
展
開
し
、
数
年
の
う
ち
に
『
詞
綜
』
を
編
纂
し
た

り
、
南
宋
詞
人
の
詞
集
を
探
し
て
張
炎
の
『
山
中
白
雲
詞
』
や
『
絶
妙
好
詞
』
を
発
見
し
て
刊
刻
す
る
な
ど
の
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

康
煕
十
八
年
の
博
学
宏
詞
試
の
実
施
と
そ
の
後
の
『
明
史
』
編
纂
は
、
清
王
朝
が
漢
族
の
文
人
を
懐
柔
あ
る
い
は
統
制
す
る
た
め
に

次
々
に
展
開
し
た
大
規
模
な
図
書
編
纂
事
業
の
端
緒
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
都
に
文
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

『
楽
府
補
題
』
に
唱
和
す
る
「
擬
補
題
」
活
動
が
広
ま
っ
た
。
宋
末
元
初
の
詞
人
た
ち
の
思
い
を
、
明
末
清
初
の
詞
人
は
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

詞
は
中
国
文
学
史
で
は
、
し
ば
し
ば
「
宴
席
で
作
ら
れ
た
端
唄
の
よ
う
な
も
の
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
王
朝
が
交
代
す
る
動
乱

の
時
期
に
は
、
心
情
を
率
直
に
う
た
う
詞
の
特
徴
が
、
こ
の
よ
う
に
政
治
的
な
傾
斜
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。
元
明
代
に
一
度

は
衰
退
し
た
詞
が
、
明
末
清
初
に
再
興
す
る
時
、『
楽
府
補
題
』
の
発
見
や
「
擬
補
題
」
活
動
も
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注（
1
）
萩
原
正
樹
「
王
沂
孫
の
詠
物
詞
に
つ
い
て
」、『
学
林
』
四
、
一
九
八
四
年
、
七
八
～
九
四
頁
。

（
2
）
松
尾
肇
子
「
宋
末
元
初
の
詠
物
詩―

『
詞
源
』
を
中
心
に
」、『
岐
阜
経
済
大
学
論
集
』
三
十
二
（
一
）、
一
九
九
八
年
、
一
○
一
～
一

二
四
頁
。
後
に
『
詞
論
の
成
立
と
発
展―

張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
東
方
書
店
、
二
○
○
八
年
、
に
所
収
。

（
3
）
王
沂
孫
撰
、
呉
則
虞
箋
注
『
花
外
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。
呉
則
虞
の
遺
稿
を
後
に
整
理
し
て
出
版
し
た
も
の
。
呉
則

虞
の
一
九
五
八
年
の
「
前
言
」
を
付
す
。

（
4
）
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」、『
唐
宋
詞
人
年
譜
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。

（
5
）
呉
熊
和
「『
楽
府
補
題
』
跋
」、『
呉
熊
和
詞
学
論
集
』
所
収
、
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
二
三
～
一
二
五
頁
。

（
6
）
川
合
康
三
「
蝉
の
詩
に
見
る
詩
の
転
変
」、『
中
国
文
学
報
』
五
十
七
号
、
一
九
九
八
年
、
二
七
～
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
清
・
朱
祖
謀
『
彊
村
叢
書
』
本
『
楽
府
補
題
』
の
王
樹
栄
の
跋
に
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）
元
・
陳
旅
『
安
雅
堂
集
』
の
「
陳
行
之
墓
誌
銘
」
で
は
編
者
を
陳
恕
可
（
字
は
行
之
）
と
し
、『
千
頃
堂
書
目
』
に
は
「
仇
遠
『
楽
府
補

題
』
一
巻
」
と
著
録
さ
れ
て
い
て
、
夏
承
燾
「
楽
府
補
題
考
」
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
参
加
者
の
中
で
年
齢
の
若
か
っ
た
二
人
が
、
分
担

し
て
作
品
の
整
理
に
当
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
9
）
肖
鵬
『
群
体
的
選
択―

唐
宋
人
詞
選
与
詞
人
群
体
通
論
』、
鳳
凰
出
版
社
（
も
と
江
蘇
古
籍
出
版
社
）、
二
○
○
九
年
第
二
版
、
第
七

章
第
四
節
「
托
物
言
志
的
『
楽
府
補
題
』」
で
は
こ
れ
を
「『
補
題
』
体
」
詠
物
詞
と
呼
ん
で
い
る
。
三
七
八
～
三
八
二
頁
、
参
照
。

（
10
）
村
上
哲
見
「
弐
民
と
遺
民―

宋
末
元
初
江
南
文
人
の
亡
国
体
験
」『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
四
十
三
号
、
一
九
九
三
年
。
の
ち
、

『
中
国
文
人
論
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
所
収
。『
楽
府
補
題
』
の
詞
会
に
つ
い
て
、「
杭
州
在
住
の
文
人
十
四
人
」
と
し
、
宋
室
の

一
族
が
崖
山
で
全
滅
し
た
「
同
じ
こ
ろ
杭
州
に
お
い
て
風
雅
な
題
詠
の
会
を
催
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
抵
抗
の
精
神
云
々
を
持
ち
出

す
の
は
、
お
よ
そ
見
当
違
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
の
は
、
従
え
な
い
。
場
所
は
越
州
で
あ
り
、
宋
朝
の
滅
亡
を
尻
目
に
「
風
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雅
な
題
詠
の
会
」
を
開
い
て
い
た
の
で
は
な
い
と
思
う
。

（
11
）
萩
原
正
樹
「
王
沂
孫
の
詠
物
詞
に
つ
い
て
」、
七
八
頁
、
参
照
。

（
12
）
肖
鵬
「『
楽
府
補
題
』
寄
託
発
微―

与
夏
承
燾
先
生
商
権
」、『
文
学
遺
産
』、
一
九
八
五
年
第
一
期
。
肖
鵬
の
研
究
に
沿
っ
た
『
楽
府

補
題
』
論
に
、
丁
放
『
金
元
詞
学
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
○
○
二
年
）
の
第
七
章
第
二
節
「『
楽
府
補
題
』
的
接
受
与
「
比

興
寄
托
」
説
的
演
変
」
な
ど
が
あ
る
。

（
13
）
孫
康
宜
「『
楽
府
補
題
』
中
的
象
徴
与
託
喩
」（『
詞
学
』
第
十
輯
、
一
九
九
二
年
）
は
、
冒
頭
に
「
十
四
名
の
南
宋
の
詞
人
が
陵
墓
盗
掘

の
事
件
に
発
憤
し
て
五
回
の
秘
密
の
集
会
を
持
ち
、『
楽
府
補
題
』
に
ま
と
め
た
」
と
し
て
、
周
密
の
作
品
を
中
心
に
、
詠
物
詞
に
ど
の

よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
が
託
さ
れ
る
の
か
論
じ
て
い
る
。

（
14
）
厳
迪
昌
「
楽
府
補
題
与
清
初
詞
風
」、『
詞
学
』
第
八
輯
、
一
九
九
○
年
、
四
一
～
五
九
頁
。
ま
た
、
厳
迪
昌
『
清
詞
史
』（
江
蘇
古
籍
出

版
社
、
一
九
九
九
年
）、
第
二
章
「
朱
彝
尊
与
前
期
浙
西
詞
派
」。

（
15
）
張
世
斌
「
朱
彝
尊
酬
唱
『
楽
府
補
題
』
詠
物
詞
風
格
成
因
」、『
武
漢
大
学
学
報
』
第
五
十
九
巻
第
三
期
、
二
○
○
六
年
。

（
16
）
肖
鵬
『
群
体
的
選
択―

唐
宋
人
詞
選
与
詞
人
群
体
通
論
』、
四
五
一
～
四
五
三
頁
。

（
17
）
劉
東
海
「
従
『
楽
府
擬
補
題
』
創
作
看
清
初
士
人
」、『
史
林
』
二
○
○
八
年
第
五
期
、
七
○
～
八
○
頁
。


